
去
る
八
月
二
十
九
日
に

｢

東
北
・
北
海
道
漁
協

専
務
参
事
懇
談
会｣

が
本
県
三
沢
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
、
東
北
と
北
海
道
の
漁
協
専
務

参
事
会
で
組
織
さ
れ
、
東
北
・
北
海
道
の
漁
協
及

び
系
統
団
体
の
専
務
、
参
事
等
が
一
堂
に
会
し
、

漁
業
問
題
等
に
関
し
、
各
道
県
か
ら
の
情
報
提
供

や
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
相
互
の
研
鑽

を
図
り
、
も
っ
て
水
産
業
の
振
興
と
漁
協
経
営
の

発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

主
催
者
で
あ
る
青
森
県
漁
協
専
務
参
事
会

川

村
隆
会
長
が
懇
談
会
開
催
の
ご
挨
拶
と
し
て

｢

激

動
す
る
漁
業
環
境
の
中
で
、
出
席
さ
れ
た
方
々
は

漁
協
の
先
頭
に
立
つ
立
場
、
今
回
の
懇
談
会
の
内

容
が
今
後
の
漁
協
経
営
に
ひ
と
つ
で
も
役
立
つ
こ

と
が
あ
れ
ば
幸
い
で
す
。
県
外
か
ら
多
数
の
参
加

を
し
て
頂
き
感

謝
い
た
し
ま

す
。｣

と
参
加

者
へ
の
歓
迎
の

意
を
表
し
た
。

続
い
て
、
参

加
道
県
を
代
表
し
て
昨
年
開
催
地
の
岩
手
県
漁
協

専
務
参
事
協
議
会
・
黄
川
田
孝
雄
副
会
長
が

｢

水

産
物
が
安
全
で
安
定
的
な
供
給
に
貢
献
す
る
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
新
た
な
漁
業
・
漁
協
を

構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。｣

と
挨
拶

を
し
た
。

来
賓
に
は
青
森
県
農
林
水
産
部

団
体
経
営
改

善
課

総
括
副
参
事
の
岩
谷
純
一
氏
・
三
沢
市
助

役

冨
田
善
作
氏
・
青
森
県
漁
業
協
同
組
合
連
合

会

専
務
理
事

後
藤
亮
丞
氏
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

ご
挨
拶
を
頂
い
た
。

基
調
講
演
に
は

｢
水
産
基
本
政
策

に
対
す
る
全
漁
連

の
取
り
組
み
に
つ

い
て｣

と
題
し
て
、

全
国
漁
業
協
同
組

合
連
合
会

常
務

理
事

宮
原
邦
之

氏
よ
り
講
演
を
し

て
頂
き
、
休
憩
を

は
さ
ん
で
各
道
県

に
よ
る
事
例
発
表

四
件
と
共
通
対
策
提
案
事
項
二
件
を
発
表
し
た
。

�
�
�
�

①

｢

八
雲
町
に
お
け
る
漁
業
系
廃
棄
物
の
処
理
に

つ
い
て｣北

海
道

八
雲
町
漁
協

専
務
理
事

細

川

清
氏

②

｢

う
に
の
資
源
管
理
と
衛
生
管
理
に
つ
い
て｣

岩
手
県

種
市
漁
協
参
事下

田

健

一
氏

③

｢

宮
城
県
産
鮮
カ
キ
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー

シ
ス
テ
ム
開
発
と
実
証
試
験｣

宮
城
県
漁
連

調
査
部
考
査
役

武

田

美

隆
氏

④

｢

尻
屋
崎
周
辺
漁
業
環
境
に
つ
い
て｣

青
森
県

尻
労
漁
協
参
事吉

田

武

美
氏

�
�
�
�
	


�
�

①

｢

水
産
系
廃
棄
物
の
処
理
対
策
に
つ
い
て｣

北
海
道

野
付
漁
協

専
務
理
事

佐

藤

一

雄
氏

②

｢

密
漁
等
漁
業
関
係
法
令
違
反
に
対
す
る
罰
則

強
化
に
つ
い
て｣

青
森
県
漁
連

指
導
部
長藤

井

幸

雄
氏

特
に
、
共
通
対
策
提
案
事
項
②
の
密
漁
等
漁
業

関
係
法
令
違
反
に
対
す
る
罰
則
強
化
に
つ
い
て
は
、
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昨
年
の
水
産
基
本
法
制
定
に
よ
り
、
資
源
管
理
の

意
識
が
益
々
高
ま
る
中
で
、
漁
業
・
水
産
業
を
脅

か
す
密
漁
行
為
が
後
を
絶
た
ず
、
漁
業
権
管
理
組

合
も
苦
慮
し
て
い
る
現
状
が
報
告
さ
れ
、
こ
れ
を

打
開
す
る
た
め
参
加
一
五
〇
名
の
漁
協
専
務
・
参

事
等
の
総
意
を
も
っ
て
懇
談
会
決
議
を
採
択
し
、

中
央
の
関
係
省
庁
に
要
望
書
を
提
出
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

懇
談
会
終
了
後
、
代
表
者
会
議
を
開
催
し
、
次

回
の
開
催
場
所
を
北
海
道
に
決
定
し
た
。

交
流
会
に
お
い
て
は
、
意
見
交
換
等
交
流
を
深

め
、
盛
会
の
う
ち
に
終
わ
っ
た
。

翌
八
月
三
十
日
に
は
、
視
察
研
修
を
し
て
十
四

年
度
の
懇
談
会
を
無
事
終
了
し
た
。

【
要
旨
】

１

漁
業
法
を
改
正
し
て
、
漁
業
権
の
侵
害
及
び

漁
業
監
督
公
務
員
の
検
査
を
拒
み
妨
げ
、
若
し

く
は
忌
避
す
る
な
ど
を
し
た
者
の
罰
則
を
強
化

す
る
こ
と
。

２

現
行
の
都
道
府
県
漁
業
調
整
規
則
例
を
改
正

し
て
、
密
漁
に
関
す
る
罰
則
規
定
を
強
化
す
る

こ
と
。

【
理
由
】

平
成
十
三
年
六
月
二
十
二
日
、
我
々
漁
業
関
係

者
の
悲
願
で
あ
っ
た

｢

水
産
基
本
法｣

が
、
水
産

物
の
安
定
供
給
の
確
保
と
水
産
業
の
健
全
な
発
展

と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
制
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

我
々
漁
業
関
係
者
は
、
国
民
に
安
全
で
安
心
な

水
産
物
を
安
定
供
給
す
る
た
め
種
苗
の
生
産
・
放

流
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
密
漁
の
監
視
、

漁
期
の
制
限
な
ど
資
源
管
理
を
実
施
し
、
資
源
の

維
持
培
養
に
鋭
意
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

近
年
、
取
締
機
関
が
摘
発
し
た
密
漁
の
実
態
か

ら
み
る
と
、
暴
力
団
が
関
与
し
た
組
織
的
密
漁
グ

ル
ー
プ
の
犯
行
が
、
依
然
と
し
て
後
を
絶
た
な
い

状
況
に
あ
り
高
速
船
、
潜
水
器
具
な
ど
を
駆
使
し
、

そ
の
手
口
も
年
々
巧
妙
・
悪
質
・
広
域
化
し
て
い

る
実
情
下
に
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
密
漁
事
犯
に
よ
り
逮
捕
さ
れ

て
も
、
現
行
の
漁
業
法
及
び
都
道
府
県
漁
業
調
整

規
則
に
よ
る
罰
則
が
軽
微
な
た
め
、
密
漁
未
然
防

止
及
び
再
発
防
止
の
た
め
の
効
果
あ
る
抑
止
策
と

な
っ
て
い
な
い
も
の
と
思
料
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。つ

い
て
は
、
あ
わ
び
・
う
に
等
の
磯
根
資
源
を

始
め
、
か
れ
い
・
か
に
等
の
密
漁
撲
滅
を
期
し
、

よ
り
効
果
的
な
取
締
り
を
図
る
た
め
に
も
、
上
記

の
措
置
を
早
期
に
講
じ
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
も

の
で
あ
る
。

要
望
先

【
水

産

庁
】

長

官

木

下

寛

之

次

長

川

口

恭

一

漁

政

部

長

白

須

敏

朗

資
源
管
理
部
長

海

野

洋

資
源
管
理
部

井

貫

晴

介

沿
岸
沖
合
課
長

【
全

漁

連
】

代
表
理
事
会
長

植

村

正

治

代
表
理
事
副
会
長

菅

原

昭
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